
美
術
學
校

〔
目
次
、
「
日
本
唯
一
の
学
校
、

東
京
美
術
學
校
長
正
木
直
彦
殿

「
八
分
科
の
各
特
色
」
は
省
略
。〕

④

東
京
美
術
学
校
入
学
案
内

本
校
の
組
織
、
規
則
、
教
育
内
容
等
は
毎
年
刊
行
の
『
東
京
美
術
学
校
一

覧
』
に
記
載
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
発
行
の
受
験
生
向
け
学
校
案

内
の
な
か
に
は
予
備
校
、
各
科
の
募
集
状
況
、
学
費
そ
の
他
、
『
一
覧
』
で
は

窺
い
知
れ
な
い
要
素
を
も
含
め
て
本
校
の
特
色
を
端
的
に
紹
介
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
左
記
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

入
學
の
研
究

學
年
は
九
月
十

一
日
に
始
つ
て
、
七
月
十
日
に
終
る
。
そ
し
て
一
學
年
は

こ
れ
を
三
學
期
に
分
け
て
あ
る
。

第
一
學
期
（
自
九
月
十
一
日
ー
至
十
二
月
二
十
四
日
）

第
二
學
期
（
自
一
月
八
日
ー
至
三
月
―
―
-
+
―
日
）

第
三
學
期
（
自
四
月
八
日
ー
至
七
月
十
日
）

併
し
、
入
學
期
は
毎
年
四
月
の
初
頭
、
そ
れ
か
ら
七
月
十
日
迄
の
一
學
期

間
を
、
豫
備
科
期
と
し
て
あ
る
。
（
こ
の
期
間
を
無
事
に
過
ぎ
る
と
、
本
科

ぉ
っ
と
ほ

の
第
一
學
期
が
初
め
て
来
る
。
そ
れ
か
ら
四
年
間
追
通
し
で
、
五
年
目
は
卒

業
期
と
稲
し
、
第
戴
學
期
限
り
で
卒
業
す
る
事
に
な
る
の
だ
。）
そ
れ
で
、

た
と
ひ

仮
令
三
月
の
試
験
に
合
格
し
て
、
豫
備
科
に
入
學
を
許
さ
れ
る
に
し
て
も
、

決
し
て
全
く
の
安
心
は
出
来
ぬ
。
其
の
一
學
期
間
の
質
技
成
績
の
＿
艮
否
は
、

一
般
の
豫
備
科
生
に
取
っ
て
、
貿
に
死
活
の
運
命
の
決
勝
黙
で
あ
る
。
燭
眼

な
る
受
持
教
師
は
、
其
間
に
、
彼
等
の
宜
際
の
技
個
か
ら
、
賂
束
焚
逹
の
有

無
に
至
る
迄
能
＜
／
＼
見
抜
い
て
、
六
月
の
試
験
を
待
っ
迄
も
な
く
、
早
く

既
に
心
で
及
第
の
鑑
定
を
付
け
て
了
ふ
。

だ
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
本
科
入
學
に
就
て
の
研
究
が
何
よ
り
も

肝
腎
で
あ
る
。

先
づ
、
本
科
に
入
學
す
る
こ
と
の
出
来
る
者
は
、
年
齢
滴
十
七
歳
以
上
滴

二
十
六
年
以
下
の
男
子
で
、
品
行
身
憫
共
に
善
一艮
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

次
は
、
左
の
資
格
の
何
れ
か
―
つ
が
必
要
だ
。

一
官
公
立
中
學
校
又
は
認
定
私
立
中
學
校
卒
業
者

二
専
門
學
校
入
學
検
定
試
験
合
格
者

三
認
定
工
業
學
校
卒
業
者

但
し
、
右
に
掲
げ
た
學
校
に
在
學
中
の
生
徒
で
、
三
月
の
末
に
卒
業
す
る

と
云
ふ
槌
か
な
證
明
の
あ
る
も
の
に
限
り
、
特
に
卒
業
生
同
様
に
看
倣
し
て

取
扱
ふ
と
云
ふ
規
則
だ
か
ら
、
こ
の
學
校
の
入
學
期
迄
に
、
正
式
の
卒
業
が

出
束
ず
と
も
差
支
へ
な
い
。
尤
も
、
昨
年
の
末
で
あ
っ
た
か
、
文
郡
省
か
ら

各
地
方
罷
へ
通
牒
を
登
し
て
、
中
學
校
の
學
年
試
験
は
、
第
五
學
年
の
生
徒

に
限
り
、
三
月
上
旬
以
後
に
便
宜
繰
上
げ
て
好
い
と
云
ふ
事
に
な
っ
た
か

ら
、
此
邊
は
餘
程
便
利
に
な
っ
た
と
思
ふ
。

應
募
の
手
絞
は
別
に
詳
し
く
説
明
す
る
迄
も
な
い
だ
ら
う
。
即
ち
一
定
の

書
式
に
準
じ
た
入
學
願
書
に
、
學
業
履
歴
書
、
卒
業
證
明
書
、
又
は
試
験
椋

定
合
格
證
書
、
瞥
師
の
身
謄
検
査
書
、
戸
籍
抄
本
、
志
願
嘗
時
よ
り
さ
か
の

ぽ
る
一
年
以
内
に
撮
影
し
た
手
札
形
窓
員
（
但
し
、
半
身
脱
帽
で
、
裏
面
に

氏
名
並
び
に
撮
影
年
月
日
明
記
の
事
）
等
を
添
え
、
そ
れ
に
、
金
訳
圃
を
手

敷
料
と
し
て
納
付
す
れ
ば
好
い
。
本
年
、
官
報
（
一
月
十
五
日
）
で
焚
表
に
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な
っ
た
出
願
期
は
、
三
月
十
四
日
迄
と
規
定
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
後
と
て

も
、
入
學
期
の
改
正
の
な
い
限
り
は
、
こ
れ
と
大
差
は
な
か
ら
う
と
信
ず

る。
次
に
、
他
の
一
種
類
、
即
ち
圏
聾
師
範
科
志
願
者
の
入
學
手
績
で
あ
る
。

入
學
期
は
矢
張
本
科
豫
備
科
の
と
同
様
で
あ
る
が
只
異
な
る
黙
は
、
本
科
志

願
者
が
願
書
を
直
接
學
校
に
差
出
す
に
反
し
て
、
こ
れ
は
そ
れ
／
＼
地
方
長

官
の
手
を
経
て
廻
送
さ
れ
る
の
一
事
で
あ
る
。

（
但
し
、
時
宜
に
よ
っ
て
、

地
方
長
官
の
薦
撃
を
待
た
ず
に
、
直
接
募
集
す
る
事
が
あ
る
。）

こ
の
科
の
入
學
志
願
者
は
、
年
齢
満
二
十
四
年
以
下
の
男
子
で
、
品
行
の

善
い
事
と
、
身
罷
の
健
全
を
要
す
る
こ
と
4

は
無
論
だ
。
そ
の
資
格
は
ー
|
ー

一
道
顧
府
縣
師
範
學
校
卒
業
者

二
官
公
立
私
立
中
學
校
卒
業
者

三

専

門
學
校
入
學
桧
定
試
験
合
格
者

そ
れ
で
、
圏
壷
師
範
科
生
徒
募
集
の
季
節
が
来
る
と
、
こ
の
學
校
の
校
長

か
ら
、
各
地
方
長
官
へ
そ
の
由
の
通
知
が
行
く
か
ら
、
地
方
の
志
願
者
に
於

て
は
豫
め
こ
れ
に
注
意
し
て
居
て
そ
の
手
績
に
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
願

書
類
は
、
本
科
志
願
者
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
但
し
、
金
二
園
の
入
學
手

敷
料
丈
は
特
に
免
ぜ
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
居
る
。

今
年
三
月
執
行
の
貫
技
試
験

本科の豫備科並びに圏聾師範科共、入學志願者は既に一定の資

格を備へて居る者のみであるから、別に入學試験は施さぬ。けれ

ど、質技の試験は大にある。これは宜しく斯くあるべきことで固

よりこの學校の志願者は各自の技術に侍んで、兼ねて将来の大抱

負を荷つて居る人々であるから、この競技試験には、満腔の喜悦

図 漆 錨 金 圏 科刻彫 西 日 學

案扇‘ -—’ 洋 本
師 工 造 工 案 牙 木 塑 科

範
歪皿 司皿t 

科 科 科 科 科 彫彫造 科 科 別

募

集

人

員

゜゚ ゜゚ ゜
五五 0 五 五

應

募

九
者五 四 四 一 三 九 四

入

悶
可
者

゜
四 一三 九 四

を
以
て
臨
む
に
違
ひ
な
い
。
毎
年
の
各
學
科
志
願
者
は
、
所
定
の
募
集
人
員

〔マ

マ
〕

を
大
抵
お
つ
か
つ
か
。
若
く
は
そ
れ
以
下
か
、
殊
に
エ
藝
部
の
金
工
、
躊

造
、
漆
工
等
の
學
科
に
な
る
と
、
豫
定
人
員
に
滴
た
な
い
事
が
普
通
で
、
相

営
！
即
ち
入
學
し
得
る
丈
の
技
個
さ
へ
具
備
し
て
居
る
も
の
な
ら
ば
、
十

中
八
九
迄
は
。ハ
ッ
ス
す
る
に
極
つ
て
居
る
。

今
、
志
望
者
諸
君
の
参
考
に
資
せ
ん
為
め
、
本
年
三
月
執
行
に
係
る
宜
技

試
験
の
結
果
を
報
告
し
や
う
。
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彼
の
大
學
豫
科
や
高
商
の
入
學
志
願
者
は
別
と
し
て
も
、
競
争
試
瞼
と
云

ふ
こ
と
に
は
、
丸
で
没
交
渉
で
あ
っ
た
美
術
學
校
志
願
者
の
入
學
に
於
て
、

斯
か
る
目
醒
し
い
敷
字
を
見
た
の
は
塞
に
惣
く
べ
き
事
質
で
あ
る
と
思
は
れ

る
。
併
し
、
こ
れ
が
、
と
り
も
な
ほ
さ
ず
現
代
思
潮
の
有
力
な
る
説
明
書
と

な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
試
み
に
、
今
日
の
中
學
生
が
主
催
者
と
な
っ
て

そ
こ
い
ら

活
動
す
る
、
紀
念
祭
や
何
か
の
機
會
に
遭
遇
し
て
見
玉
へ
。
其
邊
に
張
付
け

た
ビ
ラ
札
や
、
招
待
券
、
意
匠
聾
1

目
に
止
ま
る
も
の
一
と
し
て
、
洋
霊

趣
味
の
溢
れ
て
な
い
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
青
年
雑
誌
へ
投
稿
す
る
ス
ケ

ッ
チ
甕
や
綸
葉
書
や
水
彩
甕
の
そ
れ
に
徴
し
て
も
容
易
に
解
る
。
洋
聾
の
極

め
て
新
し
い
匂
や
調
子
が
、

一
線
一
聾
に
も
微
見
え
て
居
る
の
に
氣
が
付
く

の
だ
。そ

れ
に
、
春
や
秋
の
好
時
節
に
行
は
れ
る
、
白
馬
會
や
太
平
洋
聾
會
の

は

で派
出
な
展
覧
會
、
ま
た
昨
年
か
ら
大
々
的
規
模
の
下
に
催
さ
れ
た
公
設
展
覧

會
ー
ー
ー
開
期
は
僅
か
三
十
日
前
後
の
短
時
間
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
為

め
祉
會
の
耳
目
を
波
立
た
せ
る
こ
と
は
非
常
で
且
つ

、
洋
壷
の
製
作
品
は
概

は
で

し
て
華
や
か
で
、
如
何
に
も
人
の
心
を
チ
ャ
ー
ム
す
る
魔
力
を
持
つ
て
居
る

〔
マ
マ

〕

か
ら
。
さ
ら
で
だ
に
時
代
の
文
學
や
詩
歌
の
感
化
で
情
操
が
優
美
に
デ
レ
ケ

ー
ト
に
傾
い
て
居
る
折
柄
、
若
き
人
の
心
は
諄
も
な
く
動
か
さ
れ
て
、
美
誹

で
あ
る
。

こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
日
本
霊
科
に
到
す
る
西
洋
齋
科
應
募
人
員
の
比

〔
マ
マ

〕

較
で
あ
る
。
勿
論
、
此
傾
向
は
こ

4
三
四
年
前
か
ら
少
し
つ
ゞ
顕
は
れ
て
居

ぬ
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
年
の
如
き
激
増
を
見
た
の
は
學
校
で
も
意
外

の
現
象
と
し
て
居
る
位
だ
。
そ
の
結
果
、
豫
定
人
員
よ
り
六
名
増
し
て
入
學

を
許
可
し
て
居
乍
ら
、
而
も
約
三
分
の
二
が
不
入
學
者
と
し
て
残
さ
れ
た
諄

△
金
一
圃

△
金
五
園

と
り
こ

の
捕
虜
と
な
っ
て
了
ふ
の
も
ま
た
無
理
も
な
い
事
で
あ
る
吾
人
は
以
上
の

領
向
を
以
て
、
比
較
的
幼
稚
な
日
本
の
美
術
界
の
為
め
に
、
寧
ろ
祝
す
べ
き

現
象
の
―
つ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
尚
ほ
、
明
年
度
後
の
入
學
志
望
者
敷
は
如

何
な
る
方
面
に
増
減
が
あ
る
か
、
此
貼
は
一
寸
今
か
ら
豫
言
し
兼
ぬ
る
け
れ

ど
、
少
く
と
も
洋
聾
科
の
大
勢
丈
は
、
素
々
需
要
の
少
な
い
、
地
味
な
工
藝

部
の
各
學
科
は
固
よ
り
、
最
も
有
勢
な
日
本
聾
科
の
力
を
以
て
す
る
も
、
こ

れ
を
堰
止
め
る
事
は
決
し
て
出
来
な
い
と
信
ず
る
。

卒
業
迄
の
學
資
計
算

△金一――
十
五
圃

△
金
二
十
園

△
金
二
園

づ
4

授
業
料
は
一
學
年
戴
拾
園
宛
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
豫
備
科
の
一
學
期
か

ら
、
卒
業
期
の
二
學
期
を
通
じ
て
の
五
年
間
に
、
百
園
あ
れ
ば
足
り
る
の
で

あ
る
。
併
し
、
其
他
の
鰹
費
が
一
寸
問
題
だ
。
或
人
な
ど
は
、
美
術
學
校
の

生
徒
に
な
る
と
、
材
料
購
入
の
費
用
が
非
常
に
か
4

る
か
ら
、
前
後
の
五
年

間
の
學
費
は
優
に
高
等
學
校
か
ら
、
大
學
卒
業
迄
の
縮
費
額
に
匹
敵
す
る
と

説
い
て
居
る
。
宜
際
だ
ら
う
か
。
此
黙
に
就
て
は
、
吾
人
は
限
隈
地
方
の
入

學
志
望
者
な
ど
か
ら
、
質
問
を
受
け
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
宜
の
虞
至
難
の
問

題
で
、
到
底
明
確
な
答
案
は
望
ま
る
べ
く
も
な
い
。
何
故
と
な
ら
ば
、
同
じ

美
術
學
校
の
生
徒
に
も
充
分
に
學
資
を
受
け
得
る
の
と
否
と
に
依
つ
て
、

年
間
の
費
額
に
非
常
な
相
違
を
示
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
4

に
、
同
校
の
数
務
課
で
作
ら
れ
た
一
學
年
學
費
概
算
表
が
あ
る
。

學
校
用
品

授
業
料

校
友
會
々
費

夏
帽
子
新
調

靴
代
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△
金
百
二
十
園

下

宿

料

△
金
三
十

六

園

小

遣

雑

費

合
計
金
二
百
十
九
圃
。
そ
れ
に
、
在
學
中
の
制
服
制
帽
調
製
費
が
三
十
八

園
五
十
錢
（
一
學
年
、
七
圃
七
十
錢
の
割
）
、総
高
一
個
年
金
二
百
二
十
六
圃

七
十
錢
と
云
ふ
事
に
な
る
。
五
年
間
で
は
、
金
一
千
百
餘
園
と
な
る
。

尤
も
、

『
學
校
用
品
』
の
一
項
が
各
學
科
に
依
つ
て
幾
分
か
違
ふ
。
西
洋

蜜
や
彫
刻
や
錨
造
や
で
は
、
材
料
が
高
債
だ
か
ら
、
三
十
五
薗
以
上
に
出
や

う
し
、
圏
案
、
金
工
、
漆
工
は
、
大
抵
其
邊
の
所
で
演
む
か
も
知
れ
ぬ
。

そ
れ
で
、
こ
れ
を
高
等
學
校
か
ら
大
學
卒
業
迄
の
學
資
穂
額
に
射
峙
さ
せ

る
の
は
、
租
不
嘗
の
や
う
に
思
は
れ
る
け
れ
ど
、
兎
に
角
、
他
の
高
等
専
門

學
校
在
學
費
に
比
べ
て
、
略
ぽ
倍
額
に
近
い
學
資
金
を
要
す
る
こ
と
は
吾
人

の
保
證
す
る
所
で
あ
る
け
れ
ど
、
卒
業
期
近
く
の
學
年
に
な
れ
ば
、
各
學
科

ー
特
に
聾
の
方
や
圏
案
の
方
の
生
徒
間
で
は
、
手
蔓
を
求
め
て
、
相
営
の

内
職
に
就
く
事
も
出
来
る
か
ら
、
こ
の
方
の
牧
入
に
依
つ
て
或
は
學
費
の
一

郡
分
位
は
負
援
す
る
事
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
在
學
中
に
内
職
を

し
て
金
を
取
る
と
云
ふ
風
の
こ
と
は
、
餘
り
奨
動
す
べ
き
事
で
は
な
い
。
學

資
不
足
の
場
合
に
、
最
後
の
手
段
と
し
て
保
留
し
て
置
く
迄
の
事
で
、
初
め

よ
り
こ
れ
を
勘
定
に
入
る
こ
と
は
先
づ
避
け
た
方
が
宜
し
い
だ
ら
う
。

以
上
は
、
本
科
に
開
し
た
事
柄
で
あ
る
が
、
他
の
一
方
、
闊
聾
師
範
科
の

生
徒
に
在
つ
て
は
、
最
初
か
ら
の
約
束
と
し
て
、

一
個
月
に
付
き
六
圃
の
給

費
が
受
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
中
等
學
校
の
卒
業
生
に
し
て
、
學
資
の
支
辮

の
途
の
な
い
も
の
な
ど
は
、
此
道
を
選
ぶ
の
が
最
も
好
い
。
（
但
し
、
質
際

の
技
術
の
な
い
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い
）
其
代
り
、
こ
の
科
の
卒
業
生
に

は
服
務
規
則
と
云
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
卒
業
證
書
受
領
の
日
よ
り
五
箇
年
間

は
、
岡
聾
赦
員
と
し
て
赦
職
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
も
、
最
初

の
二
箇
年
間
は
、
特
に
文
部
大
臣
指
定
の
學
校
に
奉
職
す
る
の
義
務
が
あ

る。
復
た
、
本
科
の
生
徒
で
、
一
個
月
六
闘
の
給
費
を
仰
ぎ
得
る
途
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
質
業
學
校
ー
即
ち
地
方
の
工
業
學
校
な
ど
の
数
員
を
養
成
す
る

為
め
で
、
日
本
蓋
、
西
洋
霊
の
雨
科
を
除
い
て
他
の
各
學
科
中
の
の
志
願
者

か
ら
取
る
の
だ
。
畢
覚
、
岡
霊
師
範
科
の
や
う
に
濁
立
は
出
来
な
い
が
、
便

宜
上
本
科
生
徒
の
幾
分
を
選
ん
で
、
賀
業
赦
員
の
補
給
を
計
つ
て
居
る
繹
で

あ
る
。別

に
特
待
生
規
程
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
學
資
の
貼
に
幾
分
闊
係

つ
い

が
あ
る
か
ら
、
序
で
に
記
し
て
置
か
う
|
|
＇
そ
の
要
領
は

、
特
待
生
と
な
っ

た
其
の
一
學
年
間
に
限
り
、
授
業
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

宜
技
試
験
の
準
備

勿
論
、
日
本
霊
科
と
洋
聾
科
の
志
望
者
に
就
て
云
ふ
の
で
あ
る
。
三
月
、

豫
備
科
入
學
の
宜
技
試
瞼
に
フ
ヱ
ー
ル
し
た
人
、
若
く
は
、
六
月
の
第
一
期

試
瞼
（
豫
備
科
修
了
）
に
落
さ
れ
た
人
は
新
に
一
年
間
の
修
養
に
依
つ
て
、

翌
年
の
合
格
方
法
を
計
霊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
は
日
本
壷
に
は
個

人
的
の
塾
が
あ
る
。
西
洋
聾
に
は
研
究
所
と
云
ふ
が
あ
る
。

△
白
馬
會
研
究
所
（
赤
阪
犀
溜
池
葵
橋
際
）

△
白
馬
會
研
究
所
（
小
石
川
謳
原
町
五
十
三
番
地
）

△
太
平
洋
聾
會
研
究
所
（
本
郷
謳
根
津
倶
島
町
）

溜
池
の
研
究
所
は
黒
田
洞
輝
氏
が
統
轄
し
て
居
る
し
、
原
町
の
は
長
原
孝

太
郎
、
小
林
錨
吉
雨
氏
が
主
任
で
あ
る
。
員
島
町
の
研
究
所
に
は
、
此
の
派

の
領
袖
涌
谷
國
四
郎
、
中
村
不
折
等
の
諸
氏
が
出
る
。
此
外
、
個
人
教
授
を
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し
て
居
る
の
も
二
三
個
所
あ
る
が
、
美
術
學
校
入
學
に
到
す
る
『
高
等
豫
備

科
』
と
し
て
は
、
前
記
の
研
究
所
を
選
ぶ
が
得
策
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
太
平

洋
聾
會
は
白
馬
會
と
系
統
を
異
に
し
、
従
っ
て
、
美
術
學
校
の
洋
霊
科
に
は

縁
が
遠
い
か
ら
、
こ
の
學
校
に
這
入
ら
う
と
す
る
も
の
に
は
、
或
は
理
想
的

の
準
備
所
で
な
い
と
云
ふ
者
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し、

吾
人
に
在
つ
て

は
、
敢
て
此
黙
に
議
論
は
な
い
。
各
自
営
事
者
の
希
望
す
る
が
儘
に
任
し
て

置
く
。

時
間
は
、
午
前
、
午
後
。
又
、
夜
間
に
亘
つ
て
赦
へ
る
こ
と
も
あ
る
。
何

れ
も
初
學
者
に
適
切
な
稽
古
を
さ
せ
る
の
だ
か
ら
、
此
所
で
み
つ
し
り
一
年

間
も
勉
強
す
る
な
ら
ば
、
宜
技
の
力
は
ぐ
つ
と
昇
つ
て
、
傍
ら
此
道
の
事
梢

に
も
通
じ
、
知
人
も
出
来
て
、
更
に
美
術
學
生
特
有
の
氣
風
を
も
味
ふ
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。

撰
科
の
歴
史
と
今
後
の
状
況

こ
4

に
残
さ
れ
た
一
要
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
撰
科
の
事
だ
。
こ
の
學
校
に

こ
の
科
の
設
け
ら
れ
て
る
の
は
、
凡
そ
技
藝
と
云
ふ
も
の
4
箕
意
義
を
樹
酌

し
た
結
果
に
出
て
居
る
の
で
、
世
の
隠
れ
た
る
藝
術
家
を
待
っ
上
に
於
て
、

能
く
そ
の
意
を
盤
し
た
も
の
と
云
つ
て
も
善
い
。
規
程
に
依
る
と
、
各
本
科

の
課
目
中
一
課
若
く
は
敷
課
の
宜
技
を
撰
揮
し
て
、
學
修
し
や
う
と
す
る
も

の
は
、
こ
れ
を
撰
科
生
と
し
、
本
科
生
に
鉄
員
の
あ
る
場
合
に
、
入
學
を
許

す
と
あ
る
。
そ
れ
で
、
其
の
資
格
と
し
て
は
、

一

年

齢

滴
十
七
年
以
上
満
二
十
六
年
以
下
の
男
子
で
、
品
行
身
證
共
に

艮
好
な
る
者
。

所
撰
宜
技
の
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
者

高
等
小
學
二
年
又
は
中
學
二
年
修
了
の
者
か
、
さ
も
な
く
ば
、
之
と

同
等
の
學
力
を
有
す
る
者
。

等
で
、
愈
右
の
資
格
が
出
来
た
場
合
に
は
、
次
の
學
科
目
に
就
て
、
再
び
試

瞼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

△
諮
書
（
瑕
名
交
り
文
）

△
作
文
及
書
取
（
簡
易
な
る
瑕
名
交
り
文
）

△

算
術
（
加
減
乗
除
）

△
歴
史
（
日
本
歴
史
大
要
）

右
の
試
験
に
合
格
し
た
も
の
は
、
撰
科
生
と
し
て
各
學
科
に
牧
容
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
入
學
後
の
撰
科
生
は
、
授
業
其
他
の
諸
貼
も
大
抵
本
科
生
と

同
様
で
、
且
つ
、
五
學
年
の
試
瞼
に
合
格
し
た
も
の
に
は
矢
張
本
科
生
と
同

じ
く
、
證
書
を
授
典
さ
れ
る
。

元
来
、
規
則
の
上
で
は
撰
科
の
志
願
者
は
、
本
科
生
の
豫
科
修
了
以
上
の

宜
技
力
を
有
す
る
も
の
と
出
て
居
る
が
、
荀
く
も
撰
科
の
志
願
者
（
特
に
霊

の
方
）
た
る
べ
き
も
の
で
、
豫
科
修
了
生
位
の
宜
力
を
有
せ
ぬ
も
の
が
一
人

で
も
あ
る
だ
ら
う
か
。
即
ち
彼
等
の
志
望
の
あ
る
慮
は
、
形
式
上
の
資
格
を

得
る
が
目
的
で
は
な
く
、
将
来
藝
術
の
人
と
し
て
、
世
の
中
に
立
た
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
黙
に
至
る
と
、
學
歴
は
な
い
に
し
て
も
、
宜
技

に
於
て
は
個
人
的
の
塾
や
研
究
所
あ
た
り
で
一
通
り
の
研
究
を
滴
し
、

且

つ
、
技
術
上
の
自
信
力
は
充
分
に
持
つ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
員
に
制

限
が
な
い
限
り
は
大
抵
入
學
に
差
支
へ
な
い
丈
の
程
度
に
ま
で
、
其
技
術
は

確
か
に
進
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
第
一
回
の
卒
業
期
以
来
、

撰
科
で
は
、
立
振
な
専
門
美
術
家
を
賂
し
く
出
し
た
。
其
中
で
も
、
現
今
の

洋
聾
界
に
於
て
、

一
家
を
な
し
て
居
る
や
う
な
人
々
の
如
き
は
、
大
部
分
こ

の
科
の
出
身
者
で
あ
る
。
瑕
令
へ
ば
、
和
田
英
作
氏
の
如
き
、
小
林
萬
吾
氏

の
如
き
、
湯
浅
一
郎
氏
の
如
き
、
北
蓮
蔵
氏
の
如
き
、
其
外
山
本
森
之
助
、

中
澤
弘
光
、
岡
野
榮
、
小
林
鐘
吉
、
橋
本
邦
助
、
和
田
三
造
等
諸
氏
の
如
き
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も
皆
な
そ
れ
で
、
此
等
の
諸
君
あ
る
が
為
め
に
、
撰
科
の
歴
史
は
何
時
迄
も

燦
た
る
光
輝
を
放
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
貼
か
ら
云
へ
ば
、
肝
腎
の
本
科

は
寧
ろ
顔
色
な
し
で
、
今
日
専
門
美
術
家
と
し
て
祉
會
に
重
き
を
な
し
て
居

る
人
は
、
宜
際
蓼
々
た
る
も
の
だ
。

こ
れ
と
云
ふ
の
も
、
従
来
の
本
科
生
に
到
す
る
教
育
な
る
も
の
が
、
専
門

の
美
術
家
を
作
る
と
同
時
に
、
ま
た
一
面
中
等
學
校
の
圏
畳
敦
員
た
る
の
資

格
を
具
備
さ
せ
る
べ
く
企
圏
し
て
居
た
か
ら
、
自
然
斯
く
の
如
き
結
果
を
呈

し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

併
し
乍
ら
、
昨
年
の
六
月
、
文
部
省
令
第
十
八
琥
に
於
て
新
に
圏
聾
師
範

科
加
設
の
事
が
焚
表
さ
れ
た
の
で
、
中
等
學
校
の
赦
員
は
一
に
こ
の
科
の
獨

占
と
な
っ
た
。
さ
れ
ば
今
後
の
本
科
生
は
、
従
来
の
撰
科
の
特
色
を
其
儘
醸

受
け
て
、
多
く
の
専
門
美
術
家
を
出
す
こ
と
だ
ら
う
。
同
時
に
、
學
校
の
方

で
も
、
従
来
の
方
針
を
多
少
改
め
る
慮
あ
り
、
日
本
甕
洋
霊
雨
科
に
於
け
る

撰
科
生
の
新
募
集
は
、
今
後
或
は
行
は
れ
ず
に
終
る
か
も
知
れ
な
い
。
現
に

今
年
の
洋
聾
科
一
年
に
は
、
撰
科
生
を
保
有
し
て
居
ら
ぬ
。
今
後
、
若
し
撰

科
生
の
募
集
が
あ
っ
た
ら
、
其
敷
は
洵
に
僅
少
な
る
も
の
で
あ
る
だ
ら
う
。

〔
毎
年
力

〕

入
學
期
は
多
く
の
場
合
年
の
九
月
で
、
試
瞼
は
、
夏
季
休
暇
前
に
行
は
れ
る

の
を
例
と
し
て
居
る
。
そ
し
て
、
募
集
の
廣
告
は
、
矢
張
官
報
紙
上
で
登
表

さ
れ
る
の
だ
。

最
後
に
、
吾
人
は
曾
て
黒
田
教
授
が
洋
畳
科
志
望
の
學
生
に
到
し
て
語
ら

れ
た
談
話
の
一
節
を
摘
出
し
て
、
結
末
の
言
に
更
へ
や
う
と
思
ふ
。
そ
れ
は

ー

員
正
の
美
術
は
員
似
や
氣
取
り
で
出
来
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
に
は
、

矢
張
正
裳
の
順
序
を
踏
ん
で
稽
古
を
な
し
、
正
嘗
に
費
す
べ
き
時
間
を
費
や

し
、
苦
み
も
し
、
而
も
天
賦
の
オ
あ
る
人
に
し
て
、
初
め
て
成
功
す
る
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
、
今
後
本
営
に
翰
甕
で
身
を
立
て
や
う
と
云
ふ
人
は
、

一
時

流
行
の
綸
端
書
や
、
雑
誌
の
口
箱
位
に
滴
足
せ
ず
、
急
か
ず
振
ら
ず
、
慎
面

目
な
稽
古
を
為
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
即
ち
、
籍
を
以
て
架
み
と
は
せ
ず
、
却
て

苦
し
み
と
す
る
程
の
登
悟
が
是
非
欲
し
い
の
で
あ
る
と
。
そ
の
所
謂
員
面
目

ー
ー
こ
れ
ぞ
慎
に
藝
術
家
の
モ
ッ
ト
ー
で
、
ま
た
生
命
で
あ
る
。
味
ふ
べ
き

文
字
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
『
中
学
世
界

・
学
事
顧
問
』
『
中
学
世
界
』
第
十
一
巻
第
八
号
。
博
文
館
臨
時
増
刊
ニ

十
一
。
明
治
四
十
一
年
六
月
）

フ
ェ
ノ
ロ
サ
死
去

一
九

0
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
九
月
二
十
一
日
、
ア
ー
ネ
ス
ト

•
F

・

フ
ェ

ノ
ロ
サ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
旅
行
中
ロ
ン
ド
ン
で
心
臓
発
作
に
よ
り
急
逝
し
た
。
五

十
五
歳
で
あ
っ
た
。
遺
骸
は

一
旦

ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ゲ
ー
ト
墓
地
に
葬
ら
れ
、

翌
四
十
二
年
に
三
井
寺
法
明
院
に
改
葬
さ
れ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
死
去
の
報
道
は
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
七
日
の
『
東
京
朝
日

新
聞
』
の
外
電
に
よ
っ
て
齊
さ
れ
、
引
き
続
き
新
聞
や
雑
誌
に
関
係
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
が
、
特
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
関
係
の
深
い
本
校
で
は
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
七
巻
第
二
号
に
屋
代
欽
三
に
よ
る
左
記
の
追
悼
文
を
載
せ

こ。
キー

謹
み
て
弔
意
を
表
す

嗚

呼

フ

エ

ノ

ロ

サ

博

士

（

屍

江

稿

）

我
校
創
立
嘗
時
の
恩
師
と
し
て
、
叉
我
美
術
の
推
奨
者
鼓
吹
者
と
し
て
、
貢

〔
ロ
ン
ド
ン

〕

獣
せ
し
所
少
か
ら
ざ
り
し
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
は
、
先
頃
英
京
倫
敦
に
於
て
易
簑

⑤
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